
札幌市エコスクール宣言校

（園） 札幌市立幌北小学校 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来の札幌を考える【環境】 

【環境】キャラクター「ちっきゅん」 

 

 

 

  

  

「さっぽろっ子環境ウイーク」における SDGｓアクション 
 

 SDGsアクション  

 

 次年度の取組に向けて  

 

 

 宣 言  

 

 

 

「ほろきた もっとすてきになあれ」 
幌北小学校の３年生が、日赤奉仕団の方々と一緒に花植え活動を行いました。花の種類や

植え方を具体的に教わりながら、インパチェンス、マリーゴールド、ペチュニアなどを植え

ました。活動を通し、「まちの中に緑があるって素敵！」という思いをもった子どもたちは、

「もっと何かできることはないかな？」と考え、まち探検に出かけました。その後、『花植え

チーム』・『雑草抜きチーム』・『ごみ拾いチーム』という３つのチームに分かれ、活動を続け

ていくことに…。 

『花植えチーム』は、お花を植えることでまちが明るくなり、よりよいまちにできると考

えて活動しました。札幌市建設局みどりの推進課からいただいた花の種を開花まで育て、フ

ラワーポットやプランターに移植し、７月下旬には株式会社中山組さんへお花を植えた植木

鉢を届けたり、東警察署の花壇にひまわりの種を植えたりと、地域の方と協力しながら活動

を広げました。日赤奉仕団の皆さんも土作りから始まり、機会あるごとに水やりや雑草抜き

など、花壇を見守ってくださいました。 

『雑草抜きチーム』は、まち探検を通じ、整備されていない花壇が多くあることを知り、「少

しでもきれいにしたい！」と活動しました。幌北児童会館の雑草抜きを手伝ったり、マス花

壇や学校の教材園の雑草抜きをしたりと、素敵な環境を維持できるよう活動しました。 

『ごみ拾いチーム』は、通学路や公園に捨てられたごみを減らせるよう、 

ごみ拾い活動を行いました。幌北まちづくりセンターでボランティア清掃 

専用ごみ袋を貰い、地域のごみ拾いをした後は、「今後、ごみが減ってい 

くように。」とポイ捨て禁止ポスターを作成し、地域の公園などに掲示し 

ました。 

幌北小学校の児童として、幌北地域のためにできることをさらに考え続ける！ 

◎学校前のマス花壇へ花の苗を植え、街の美化活動を行う。 

◎プランターで種子が開花するまで育てた花を、校区内の地域企業へ届ける。 

花と笑顔がこぼれるまち 幌北 
 地域の方々の目を楽しませる花々が幌北のまちに広がることで、地域の方々

が明るい気持ちになり、自然と笑顔がこぼれてくることを願い、宣言します。 

 計 画  

 


